
ナオキは、今日の日直だ。
日直の仕

し
事
ごと
は、けっこういろいろある。

まどを開
あ
けて、黒

こく
板
ばん
を消

け
して、朝の会と帰りの会の司

し
会
かい
を

やる。それから、放
ほう
課
か
後
ご
の黒

こく
板
ばん
を明日のためにきれいにする

のが、主
おも
な仕

し
事
ごと
だ。

何
なん
とか一通りやりとげた。あとは、放

ほう
課
か
後
ご
の黒

こく
板
ばん
消
け
しだけ

だ。
黒
こく
板
ばん
消
け
しを持

も
ち、黒

こく
板
ばん
に向

む
かったときに、ふと思い出した。

ああっ、そうだった！
今日は、早く帰らなきゃいけない日だ。
友
とも
達
だち
と一
いっ
緒
しょ
に、近

きん
所
じょ
の川につりに行く約

やく
束
そく
をしていたのだ。

「ナオキは、いつもちこくするんだから。今回はおくれない
でくれよ。」
「分かった、分かった！　今日は絶

ぜっ
対
たい
におくれないよ！」

そうやって約
やく
束
そく
したばかりなのに。ああ、しまった！

時計を見てみると、今から帰ればなんとかギリギリ間に合
う時間だ。あとは黒

こく
板
ばん
を消

け
すだけだけれども──。

黒
こく
板
ばん
には、たくさんの言

こと
葉
ば
が書かれている。

これを全
ぜん
部
ぶ
きれいに消

け
すには、５分くらいはかかってしま

ナオキは、すぐに帰るべきでしょうか。それとも、黒
こく

板
ばん

を消
け

すべきでしょうか。あなたの考えと理
り

由
ゆう

を書きましょう。

話し合って考えたことを書きましょう。

年　　　組　（　　　　　　　　　　　　）

うだろう。
「このくらいなら、明日の朝早く来て消

け
せばいいんじゃない

か？　でも、今日やらなきゃいけない仕
し
事
ごと
だしなあ──。」

ナオキは、どう行
こう
動
どう
すればいいのか考えた。
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